
★ ★ ★ ★ ★ ★ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ☆ ☆

★

★

★

★

★

★

士

★

★

★

★

キ

★

★

★

★

★

★

★

★

十

★

★

★

廿

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

背

★

★

★

★
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我 与那原町ジュニア・り半ダ拳 。クラプとは?
0

町子連に所属し、子ども会活動の中で育成者 (大人)と 子ども達の間を

つなぐ役 目を担います。

☆ 会員資格は ?

与郎原町内‡こ住む中学生・高校生が対象です。

☆ どんなことをするの?

町教育委員会や町子連が行う事業の中で運営役員・委員・裏方等のボランティアをします。

①文化。学習活動 ②体育・レクリエーション活動 ③社会・奉仕活動などをしたり、ジュニア

として資質向上目的に県子連主催などの研修会に参加したりします。そしてジュニアが自主的

にプログラム企画・運営して活動します。他聞と共に遊S事はとても大切です。集団の遊びを

通して、規律・奉仕 '協調性・社会性など社会で生活する上で之、要なルールを学びます。
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むぜジュニTII「T“11を琴仲?
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子ども達が集まって作つている子ども会には、多くの指導者が必要です。その指導者の中でも直接こ

ども達と遊び、話し合い、また子ども達からもお兄さん、お姉さんとして親しまれ、喜ばれる若い指導者、

すなわちデュニア・ジーダーが必要とオょ`ります。

会員から親しまれ、信頼されるジュニア。リーダーになる為にはジュニア・リーダーとしての心得や知識
。

技能を学び身に付けなければなりません。

(1)ジュニア・リーダーの心得

①会員をよく知り、会員とリーダー、また会員同士の関係をよく育てるようにします。

②会の現状 (希望・問題・障害など)を よく観察し、整理して解決の方法を考えます。

③ 会の目的や活動の内容を理解し、会員に正しく指導します。

④ 自分から進んで参力日して、会員と共に喜び、感動を分かち合いながら協力して事を進めます。
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ジュニT.II「TFの心得t  ・機能
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⑤ レクリエーションの実技や指導がいつでも出来るようにします。

⑥ 次のリーダーになる人を見つけて育てていく努力をします。

⑦ リーダーの仕事を通して、自分自身の向上に役立てるようにします。

(2)ジュニア・ リーダーの心得

①組織や会則の作り方 ⑥記録・広報の作り方

②話し合いの持ち方や進め方 ⑦レクリエーションの意義や指導の方法

③ プログラムの作り方 ③関係団体や施設の連絡と利用の仕方

④予算・決算のやり方 ⑨野外活動の意義とやり方

⑤行事活動の進め方

ジュニア・リーダーは指導者・育成者の指導・助言をちゃんと聞き、自ら進んで学ぶ努力をします。
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★間‖合わせ★ 与1「F町子ども会育   出障会
期 町コミュニTT口七ン守口02F EX(098)835臣 8220
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